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平成 29年 2月期（平成28年 4月 4日～平成29年 2月 20日）決算短信 

平成29年3月31日 

上場取引所 東証 

フ ァ ン ド 名 日経平均ブル２倍上場投信 
コ ー ド 番 号 1579                                                                    
連 動 対 象 指 標 日経平均レバレッジ・インデックス 
主 要 投 資 資 産 公社債 
売 買 単 位  10口              
管 理 会 社 シンプレクス・アセット・マネジメント株式会社  URL http://www.simplexasset.com/        
代 表 者 名  代表取締役社長  水嶋 浩雅 
問合せ先責任者 業務本部     山口 節一  ＴＥＬ (03)5208－5211 
 
有価証券報告書提出予定日 平成29年5月19日 
分配金支払開始予定日   分配金のお支払いはございません 
 

Ⅰ ファンドの運用状況 
 

１．29年2月期の運用状況（平成28年4月4日～平成29年2月20日） 
 
(1)資産内訳                                      （百万円未満切捨て）  
 

主要投資資産 
現金・預金・その他の資産 

（負債控除後）  
合計（純資産） 

金額     構成比   金額    構成比       金額    構成比 
 
29年2月期 
28年4月期 

百万円    ％ 

10,209  （ 37.2） 
32,229  （ 67.4） 

百万円   ％ 

17,199  （ 62.8） 
15,618  （ 32.6） 

百万円   ％ 

27,409  （100.0） 
47,848  （100.0） 

 
(2)設定・解約実績 
 

前計算期間末 
発行済口数(①) 

設定口数(②) 解約口数(③) 
当計算期間末 
発行済口数 
（①+②-③） 

 
29年2月期 
28年4月期 

千口 

4,260 
1,170 

千口 

5,490 
10,690 

千口 

7,970 
7,600 

千口 

1,780 
4,260 

 
(3)基準価額 
 総資産 

（①） 
負債 
（②） 

純資産 
（③(①－②)） 

10口当たり基準価額 

（（③/当計算期間末発行済口数）×10） 
 

29年2月期 
28年4月期 

百万円 

27,564 
51,122 

百万円 

155  
3,274  

百万円 

27,409  
47,848  

円 

153,980  
112,320  

 
(4)分配金  
 10 口当たり分配金 

 
29年2月期 
28年4月期 

円 

0  
0  

(注)分配金は売買単位当たりの金額 
 
２．会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更  無 
② ①以外の変更   無 
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Ⅱ 財務諸表等   

（１）【貸借対照表】 

（単位：円） 

 
第 3期 

(平成 28 年 4 月 3 日現在) 
第 4期 

(平成 29 年 2 月 20 日現在) 

資産の部 

流動資産 

金銭信託 13,238,794,692 -

コール・ローン 1,736,690,550 14,874,012,469

国債証券 32,229,427,400 10,209,346,900

派生商品評価勘定 - 1,890,017,180

未収入金 - 25,184,880

未収利息 6,903,682 -

差入委託証拠金 3,911,170,000 565,810,000

流動資産合計 51,122,986,324 27,564,371,429

資産合計 51,122,986,324 27,564,371,429

負債の部 

流動負債 

派生商品評価勘定 2,948,906,460 35,947,500

未払金 105,979,968 -

未払受託者報酬 12,743,145 6,075,571

未払委託者報酬 178,403,993 85,057,940

未払利息 - 11,544

その他未払費用 28,831,725 27,976,659

流動負債合計 3,274,865,291 155,069,214

負債合計 3,274,865,291 155,069,214

純資産の部 

元本等 

元本 42,600,000,000 17,800,000,000

剰余金 

期末剰余金又は期末欠損金（△） 5,248,121,033 9,609,302,215

（分配準備積立金） △536,399,824 △854,539,186

元本等合計 47,848,121,033 27,409,302,215

純資産合計 47,848,121,033 27,409,302,215

負債純資産合計 51,122,986,324 27,564,371,429
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（２）【損益及び剰余金計算書】 

（単位：円） 

 
第 3期 

(自 平成 27年 4 月 4 日 

至 平成 28 年 4 月 3 日) 

第 4期 

(自 平成 28年 4 月 4 日 

至 平成 29 年 2 月 20 日) 

営業収益 

受取利息 60,899,501 5,304,920

有価証券売買等損益 △6,403,350 △11,330,000

派生商品取引等損益 △15,481,004,736 14,337,010,544

営業収益合計 △15,426,508,585 14,330,985,464

営業費用 

支払利息 - 5,956,956

受託者報酬 19,084,329 17,354,682

委託者報酬 267,180,570 242,965,468

その他費用 39,962,782 57,167,176

営業費用合計 326,227,681 323,444,282

営業利益又は営業損失（△） △15,752,736,266 14,007,541,182

経常利益又は経常損失（△） △15,752,736,266 14,007,541,182

当期純利益又は当期純損失（△） △15,752,736,266 14,007,541,182

一部解約に伴う当期純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う当期純損失金額の分配額（△） 
- -

期首剰余金又は期首欠損金（△） 8,386,837,299 5,248,121,033

剰余金増加額又は欠損金減少額 55,997,610,000 9,322,340,000

当期一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
- -

当期追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
55,997,610,000 9,322,340,000

剰余金減少額又は欠損金増加額 43,383,590,000 18,968,700,000

当期一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
43,383,590,000 18,968,700,000

当期追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
- -

分配金 - -

期末剰余金又は期末欠損金（△） 5,248,121,033 9,609,302,215
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（３）【注記表】 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 
  
  
1.有価証券の評価基準及び評価方法 国債証券 

 個別法に基づき、以下の通り原則として時価で評価しております。 

(1)金融商品取引所等に上場されている有価証券 
 金融商品取引所等に上場されている有価証券は、原則として金融商品取引所等に

おける計算期間末日の最終相場（外貨建証券の場合は計算期間末日において知りう

る直近の最終相場）で評価しております。 
 計算期間末日に当該金融商品取引所等の最終相場がない場合には、当該金融商品

取引所等における直近の日の最終相場で評価しておりますが、直近の日の最終相場

によることが適当でないと認められた場合は、当該金融商品取引所等における計算

期間末日又は直近の日の気配相場で評価しております。 

(2)金融商品取引所等に上場されていない有価証券 
 当該有価証券については、原則として、日本証券業協会発表の売買参考統計値（平

均値）、金融機関の提示する価額（ただし、売気配相場は使用しない）又は価格提供

会社の提供する価額のいずれかから入手した価額で評価しております。 

(3)時価が入手できなかった有価証券 
 適正な評価額を入手できなかった場合又は入手した評価額が時価と認定できない

事由が認められた場合は、投資信託委託会社が忠実義務に基づいて合理的事由をも

って時価と認めた価額もしくは受託者と協議のうえ両者が合理的事由をもって時価

と認めた価額で評価しております。 
2.デリバティブ取引等の評価基準及び

評価方法 
株価指数先物取引 
 個別法に基づき、原則として時価で評価しております。 

  
（追加情報） 
  
  

第 4 期 
(自 平成 28 年 4 月 4 日 
至 平成 29 年 2 月 20 日) 

 当ファンドは、計算期間を「毎年 4月 4日から翌年 4月 3日まで」から「毎年 2月 21 日から翌年 2月 20 日まで」に変更

し、平成 28 年 6月 7日付で当該事項にかかる約款変更を行いました。  
第 4期計算期間は、平成 28年 4月 4日から平成 29 年 2月 20 日までとします。 

（貸借対照表に関する注記） 
  
  

区分 
第 3期 

(平成 28 年 4 月 3 日現在) 
第 4期 

(平成 29 年 2 月 20 日現在) 
1. 信託財産に係る期首

元本額、期中追加設定

元本額及び期中解約

元本額 

      

    期首元本額 11,700,000,000 円期首元本額 42,600,000,000 円

    期中追加設定元本額 106,900,000,000 円期中追加設定元本額 54,900,000,000 円

    期中解約元本額 76,000,000,000 円期中解約元本額 79,700,000,000 円

2. 受益権の総数   4,260,000 口  1,780,000 口
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（損益及び剰余金計算書に関する注記） 
  
  

項目 
第 3期 

(自 平成 27 年 4 月 4 日 
至 平成 28年 4 月 3 日) 

第 4期 
(自 平成 28 年 4 月 4 日 
至 平成 29 年 2 月 20 日) 

1.分配金の計算過程             

A 当ファンドの配当等収益額   60,899,501 円    △652,036 円  

B 分配準備積立金   △271,071,644 円    △536,399,824 円  
C 配当等収益額合計（A+B)   △210,172,143 円    △537,051,860 円  

D 経費   326,227,681 円    317,487,326 円  
E 収益分配可能額（C-D）   0 円    0 円  

F 収益分配金額   0 円    0 円  

G 次期繰越金(分配準備積立金)（E-F）   △536,399,824 円    △854,539,186 円  

H 口数   4,260,000 口    1,780,000 口  

I 分配金額(1口当たり)   0 円    0 円  

2.その他費用   主に印刷費用、上場関連費用

及び監査費用等であります。 
    同左   

  
（金融商品に関する注記） 

Ⅰ金融商品の状況に関する事項 
  
  

項目 

第 3期 
(自 平成 27 年 4 月 4 日 
至 平成 28 年 4 月 3 日) 

第 4期 
(自 平成 28 年 4 月 4 日 
至 平成 29 年 2 月 20 日) 

1.金融商品に対する取組方針  当ファンドは、証券投資信託として、投

資信託約款に規定する運用の基本方針に

従い、有価証券等の金融商品に対する投資

として運用することを目的としています。

同左 

2.金融商品の内容及び金融商品に係る

リスク 
 当ファンドは公社債を主要投資対象と

しております。公社債の投資に係る価格変

動リスク等の市場リスク、信用リスクおよ

び流動性リスクにさらされております。 

 当ファンドは、運用の効率化を図るため

に、株価指数先物取引を利用しておりま

す。当該デリバティブ取引は、価格変動リ

スク等の市場リスクおよび信用リスク等

を有しております。 

同左 

3.金融商品に係るリスク管理体制  委託会社においては、運用関連部門から

独立した部門であるリスク管理統括本部

が各リスクの管理を行っております。 
 リスク管理統括本部は、定期的に各部署

からモニタリングの結果の報告を受け、必

要に応じて関係部署より意見を求め、リス

ク状況を取りまとめ、その結果を取締役社

長に報告します。また、必要に応じて取り

まとめ結果を取締役会に報告をします。 

同左 
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Ⅱ金融商品の時価等に関する事項 
  
  

       項目 

第 3期 
(平成 28 年 4 月 3 日現在) 

第 4期 
(平成 29年 2 月 20 日現在) 

1.貸借対照表計上額、時価及びその差額 貸借対照表計上額は期末の時価で計上

しているためその差額はありません。 
同左 

2.時価の算定方法 (1)有価証券 (1)有価証券 

   「注記表（重要な会計方針に係る事項に

関する注記）」に記載しております。 
同左 

  (2)デリバティブ取引 (2)デリバティブ取引 

   「注記表（デリバティブ取引等に関する

注記）」に記載しております。 
同左 

  (3)上記以外の金融商品 (3)上記以外の金融商品 

   上記以外の金融商品（コール・ローン等）

は、短期間で決済され、時価は帳簿価額と

近似していることから、当該金融商品の帳

簿価額を時価としております。 

同左 

3.金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明 
 金融商品の時価には、市場価格に基づく

価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算出された価額が含まれております。

当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件

等によった場合、当該価額が異なることも

あります。 

同左 

  
（有価証券に関する注記） 

売買目的有価証券 
  

（単位：円）
  

種類 

第 3期 
(平成 28 年 4 月 3 日現在) 

第 4期 
(平成 29 年 2 月 20 日現在) 

当計算期間の損益に含まれた評価差額 当計算期間の損益に含まれた評価差額 

国債証券 31,485,950 0

合計 31,485,950 0
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（デリバティブ取引等に関する注記）  
取引の時価等に関する事項 

(株式関連) 

第 3期（平成 28 年 4 月 3 日現在） 
  

（単位：円）
  

区分 種 類 契約額等 
  

時 価 評価損益 
うち 1年超 

市場取引 株価指数先物取引         

買建 98,653,606,460 － 95,704,700,000 △2,948,906,460

合計 98,653,606,460 － 95,704,700,000 △2,948,906,460
  
第 4 期（平成 29 年 2 月 20 日現在） 
  

（単位：円）
  

区分 種 類 契約額等 
  

時 価 評価損益 
うち 1年超 

市場取引 株価指数先物取引         

買建 52,353,930,320 － 54,208,000,000 1,854,069,680

合計 52,353,930,320 － 54,208,000,000 1,854,069,680
  
(注)１.時価の算定方法 

株価指数先物取引の時価については、以下のように評価しております。 
原則として計算期間末日に知りうる直近の日の主たる取引所の発表する清算値段又は最終相場で評価しておりま

す。 
このような時価が発表されていない場合には、計算期間末日に最も近い最終相場や気配値等、原則に準ずる方法で

評価しております。 

２.株価指数先物取引の残高は、契約額ベースで表示しております。 

３.契約額等には手数料相当額を含んでおります。 

４.契約額等及び時価の合計欄の金額は、各々の合計金額であります。 

 

（関連当事者との取引に関する注記） 
 該当事項はありません。 

（１口当たり情報に関する注記） 
  
  

第 3 期 
（平成 28年 4 月 3 日現在） 

第 4期 
（平成 29年 2月 20 日現在） 

1 口当たりの純資産額 11,232 円 1 口当たりの純資産額 15,398 円 
  


